２００９年度ＪＰＯ派遣候補者選考試験のご案内

外務省では、将来の邦人国際公務員要員の育成を目的として、毎年ＪＰＯ（Junior Professional Officer）派遣候補者選考試験を実施しております。

本選考試験に合格すると原則２年間の任期で派遣取り決めを結んでいる国際機関（国連開発計画（ＵＮＤＰ）、国連児童基金（ＵＮＩＣＥＦ）、国連難民高等弁務官事務所（ＵＮＨＣＲ）など）に若手のＰ２レベルの職員として派遣され、任期終了後、引き続き国際機関に正規職員として採用される方も多くいます（ただし、自動的に国際機関の正規職員になることが保証されるものではありません）。

２００９年度（平成２１年度）試験の募集概要は次のとおりです。より詳細な情報については外務省国際機関人事センターホームページ（http://www.mofa-irc.go.jp/）をご参照ください。

（１）応募資格

（イ）年齢：２００９年４月１日現在３５歳以下の者。

（ロ）経歴：大学院修士課程修了の者（修了見込みの者を含む）で２年以上の職務経験がある者

（ハ）語学：英語または仏語のうち少なくとも１ヵ国語で職務遂行が可能な者

（ニ）将来にわたり国際機関で働く意思のある者

（ホ）日本国籍を有する者

（２）選考方法

（イ）第１次審査（書面及び語学審査）

　　・書面審査

　　　資格要件に合致し、更に国際機関において求められている人材であるか否かを、あらかじめ書面によって審査する。

　　・語学審査

　　　受験者が、英語または仏語のいずれかを選択し、提出した語学試験の結果（英語の場合はＴＯＥＦＬまたは国連英検特Ａ級のスコア等、仏語の場合はＴＥＦのスコア）により審査する。

（ロ）第２次審査（面接審査）

　　　東京、ニューヨーク、ジュネーブにおいて実施する。受験者はいずれか１箇所を選択する。

（３）応募期間　２００９年４月１日（水）～２００９年７月１日（水）

